
（岐阜県）

自
然
・
人
・
歴
史
の
恵
み
が
育
む
活
力
の
ま
ち
!!

未
来
を
担
う
の
は
自
ら
考
え
楽
し
く
学
ぶ
次
世
代

根
尾
川
・
樽
見
線
沿
い
に
延
び
る 

南
北
に
長
い
ま
ち

　

平
成
16（
２
０
０
４
）年
２
月
１
日
、
旧
本
巣
町
・

真し
ん
せ
い正

町
・
糸い

と
ぬ
き貫

町
・
根
尾
村（
い
ず
れ
も
旧
本
巣
郡
）

の
３
町
１
村（
以
下
、
旧
４
町
村
）に
よ
る
合
併
で
誕

生
し
た
本
巣
市
の
市
域
は
、
木
曽
川
水
系
の
一
級
河

川
・
根
尾
川
に
沿
う
形
で
、
南
北
に
細
長
く
開
け
て

い
る
。

　

ま
た
、
市
域
北
部
の
広
大
な
中
山
間
地
域
（
旧
根

尾
村
）
で
頻
繁
に
蛇
行
し
、
市
域
中
央
部
（
旧
本
巣

町
）か
ら
南
部（
旧
糸
貫
町
、
真
正
町
）に
か
け
て
濃

尾
平
野
を
ゆ
っ
た
り
流
れ
る
根
尾
川
沿
い
に
は
、
第

三
セ
ク
タ
ー
樽
見
鉄
道
・
樽
見
線
が
一
本
の
軸
の
よ

う
に
走
り
、
根
尾
川
と
と
も
に
あ
た
か
も
背
骨
の
ご

と
く
、
市
域
を
南
北
に
貫
い
て
い
る
。

　

同
様
に
国
道
１
５
７
号
が
ほ
ぼ
根
尾
川
沿
い
に
、

市
の
中
心
部
を
南
北
に
縦
断
。
北
側
は
福
井
県
大
野

市
を
経
由
し
て
石
川
県
金
沢
市
に
至
り
、
南
側
は
北

方
町
を
経
由
し
県
都
・
岐
阜
市
に
至
る
。
さ
ら
に
国

道
３
０
３
号
が
滋
賀
県
方
面
に
、
国
道
４
１
８
号
が

関
市
方
面
へ
と
通
っ
て
い
る
。

　

南
北
43
㎞
・
東
西
17
㎞（
最
大
幅
）と
い
う
数
値
を

見
た
だ
け
で
、
本
巣
市
域
の
細
長
さ
は
想
像
で
き
る

が
、
東
西
17
㎞
の
最
大
幅
は
主
に
北
部
の
中
山
間
地

域
・
旧
根
尾
村
地
区
の
数
値
だ
。
中
央
部
以
南
の
濃

尾
平
野
に
広
が
る
旧
本
巣
町
地
区
・
糸
貫
町
地
区
・

真
正
町
地
区
の
東
西
の
幅
は
、
お
お
む
ね
10
㎞

を
切
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
巣
市
の
総
面
積
計

３
７
４
・
65
㎢
の
う
ち
、
北
部
の
旧
根
尾
村
地
区
だ

け
で
、
全
体
の
８
割
近
く（
約
２
９
６
㎢
）を
占
め
て

い
る
。
半
面
、
面
積
が
全
体
の
１
割
に
も
満
た
な
い

南
部
の
旧
糸
貫
町
地
区
・
真
正
町
地
区
（
両
地
区
の

合
計
27
・
５
㎢
）に
、
現
在
の
人
口（
令
和
３
年
３
月

末
現
在
３
万
３
５
８
０
人
）
の
う
ち
７
割
強
（
約

２
万
５
０
０
０
人
）が
集
中
し
て
い
る
。

　

本
巣
市
で
は
こ
う
し
た
地
理
的
特
徴
を
持
つ
市
域

の
う
ち
、
旧
根
尾
村
地
区
お
よ
び
旧
本
巣
町
地
区
北

部
を《
北
部
地
域
》、
旧
本
巣
町
地
区
南
部
お
よ
び
旧

糸
貫
町
・
真
正
町

地
区
を
《
南
部
地
域
》
と
区

分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
実

情
に
応
じ
た
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
随

時
、
実
施
し
て
い
る
（
※
平
成
30
年
策
定

『
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』よ
り
）。

　

今
回
の
取
材
に
際
し
、
取
材
者
は
本
巣
市
役
所
を

訪
問
す
る
前
日
に
、
最
南
部
・
旧
真
正
町
地
区
に
位

置
す
る
北き
た
が
た
ま
く
わ

方
真
桑
駅
か
ら
最
北
部
・
旧
根
尾
村
地
区

の
樽
見
線
終
点
・
樽
見
駅
ま
で
、
リ
ゾ
ー
ト
鉄
道
と

市 政 ル ポ 本
も と す

巣市

藤
ふじわら

原　勉
つとむ

本巣市長
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し
て
も
人
気
の
高
い
樽
見
線
に
乗
っ
て
縦
断
し
、
南

北
に
細
長
い
市
域
を
ま
ず
は
体
感
し
て
み
た
。

　

樽
見
線
は
起
点
の
大
垣
駅（
大
垣
市
）か
ら
終
点
の

樽
見
駅
ま
で
計
19
駅
あ
る
が
、
な
ん
と
そ
の
う
ち
の

12
駅
が
本
巣
市
域
に
立
地
し
て
い
る
。
一
つ
の
鉄
道

路
線
で
12
駅
も
占
め
て
い
る
都
市
は
、
全
国
的
に
も

珍
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
そ
の
他

の
駅
は
、
北
部
地
域
に
隣
接
す
る
揖い
び
が
わ

斐
川
町
域
に
２

駅
が
、
南
部
地
域
に
隣
接
す
る
瑞
穂
市
域
に
３
駅

が
、
さ
ら
に
樽
見
線
の
起
点
・
大
垣
駅
を
含
め
大
垣

市
域
に
２
駅
が
立
地
し
て
い
る
。

　
「
樽
見
線
の
駅
の
数
の
多
さ
が
ま
ず
、
本
巣
市
の

地
理
的
条
件
の
個
性
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。
根
尾
川

沿
い
に
南
北
に
つ
な
が
る
旧
４
町
村
が
合
併
し
た
た

め
、
市
域
が
と
に
か
く
細
長
い
の
で
す
。
そ
し
て
ご

案
内
の
よ
う
に
、
人
口
は
南
部
の
旧
２
町
、
旧
糸
貫

町
地
区
と
真
正
町
地
区
が
圧
倒
的
に
多
い
。
こ
の
エ

リ
ア
は
、
岐
阜
県
で
も
人
口
密
度
の
高
い
瑞
穂
市
や

大
垣
市
の
地
続
き
的
感
覚
で
引
っ
越
し
て
来
ら
れ
る

例
も
多
く
、
ト
ー
タ
ル
で
人
口
減
少
の
進
む
本
巣
市

の
中
で
は
、
現
在
進
行
形
で
人
口
・
世
帯
数
が
増
え

つ
つ
あ
る
地
域
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
広
大
な
中
山
間
地
域
と
そ
の
続
き

に
位
置
し
て
過
疎
化
の
進
み
つ
つ
あ
る
北
部
地
域
、

平
野
部
で
県
都
・
岐
阜
市
や
大
垣
市
、
瑞
穂
市
に
近

く
、
人
口
が
安
定
的
に
増
え
て
い
る
南
部
地
域
と
い

う
、
非
常
に
対
照
的
な
エ
リ
ア
に
市
域
が
二
分
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
に
、
本
巣
市
の
良
い
意
味
で
の
特
徴

と
と
も
に
、
最
大
の
地
域
課
題
が
如
実
に
示
さ
れ
て

い
る
と
い
え
ま
す
」

　

そ
う
語
る
藤
原
勉
本
巣
市
長
は
、
平
成
の
大
合
併

で
本
巣
市
が
誕
生
し
て
か
ら
４
年
目
の
平
成
20

（
２
０
０
８
）年
に
就
任
。
以
来
、
今
年
で
４
期
14
年

目
を
迎
え
た
。
藤
原
市
長
が
前
職
の
岐
阜
県
庁
職
員

時
代
か
ら
合
併
前
後
の
本
巣
市
エ
リ
ア
の
状
況
を
注

視
し
続
け
た
結
果
と
し
て
、
就
任
以
来
ず
っ
と
最
大

の
行
政
課
題
に
掲
げ
て
き
た
の
も
「
こ
の
北
部
地
域

と
南
部
地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
の
格
差
の
解

消
」（
藤
原
市
長
）だ
っ
た
。

本巣市

岐阜市

1500年余りも咲き続ける日本3大桜の一つ《淡墨桜》

根尾谷を流れる根尾川は濃尾平野の重要な水源の一つ
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全
国
区
的
な
評
価
を
誇
る 

本
巣
市
の
地
域
財
産
群

　
「
正
直
な
と
こ
ろ
、
世
の
中
全
体
に
人
口
減
少
が

進し
ん
ち
ょ
く
捗
し
つ
つ
あ
る
現
状
に
お
い
て
、
地
区
ご
と
に
条

件
の
違
う
市
域
全
体
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
人
口
を
増
や

し
た
り
、
産
業
を
振
興
し
た
り
す
る
の
は
不
可
能
で

す
。
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
個
性
を
地
域
資
源

に
、
各
地
区
の
個
性
に
か
な
っ
た
形
で
の
に
ぎ
わ
い

創
出
な
ど
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
は
、
大
い
に
可
能

と
考
え
ま
す
」（
藤
原
市
長
）

　

実
際
、
本
巣
市
を
構
成
す
る
旧
４
町
村
地
区
に

は
、
に
ぎ
わ
い
創
出
に

不
可
欠
な
《
種タ
ネ

》
と
も
い

う
べ
き
実
力
に
満
ち
た

地
域
資
源
・
地
域
財
産

群
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
存

在
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
最
北
部
・
旧

根
尾
村
地
区
の
代
名
詞
と

い
え
ば
、
あ
の
国
指
定
天

然
記
念
物
の
《
淡う
す
ず
み
ざ
く
ら

墨
桜
》

だ
。
樹
齢
１
５
０
０
余
年

と
さ
れ
、
日
本
３
大
桜
の

一
つ
に
も
数
え
ら
れ
る
淡

墨
桜
の
品
種
は
彼
岸
桜

（
和
名
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク

ラ
他
）。
木
の
高
さ
17
・
３
ｍ
、
幹
回
り
９
・
４
ｍ
、

枝
張
り
が
東
西
22
・
４
ｍ
・
南
北
24
・
２
ｍ
と
い
う

堂
々
た
る
巨
木
で
、
満
開
か
ら
散
り
際
に
か
け
て
、

花
び
ら
が
淡
い
墨
を
引
い
た
よ
う
な
特
異
な
色
に
見

え
る
こ
と
か
ら
淡
墨
桜
の
愛
称
が
生
ま
れ
た
。

　

樽
見
線
・
樽
見
駅
か
ら
徒
歩
20
分
ほ
ど
の
小
高
い

丘（
淡
墨
公
園
）の
上
に
屹
立
す
る
淡
墨
桜
は
、
取
材

時（
令
和
３
年
３
月
24
日
）に
は
ま
だ
つ
ぼ
み
の
状
態

だ
っ
た
が
、
４
月
上
旬
に
は
満
開
に
な
っ
た
と
の
報

告
が
本
巣
市
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
上
に
掲
載
さ
れ
た
。

　
「
淡
墨
桜
は
継
体
天
皇
の
お
手
植
え
だ
と
す
る
伝

説
の
あ
る
桜
で
す
が
、
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
急
に
生

命
力
が
衰
え
た
と
さ
れ
ま
す
。
昭
和
24（
１
９
４
９
）

年
、
そ
の
回
生
を
依
頼
さ
れ
た
前
田
利
行
さ
ん
は
、

山
桜
の
若
い
根
２
３
８
本
を
根
接
ぎ
し
て
、
見
事
に

樹
勢
を
回
復
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
伊
勢

湾
台
風（
昭
和
34
／
１
９
５
９
年
）で
傷
め
ら
れ
た
り

し
て
、
ま
た
も
や
枯
れ
死
の
恐
れ
が
強
ま
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
状
況
が
続
い
た
昭
和
42（
１
９
６
７
）年

に
、
作
家
の
宇
野
千
代
さ
ん
が
淡
墨
桜
の
危
機
を
雑

誌
に
掲
載
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
を
契
機
に
、
県
を
挙

げ
て
の
保
存
運
動
が
始
ま
り
、
平
成
24
年
か
ら
は
Ｌ

Ｅ
Ｄ
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
人
気
に
な
る
ほ
ど
に
生
命

力
が
蘇
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
平
成
30（
２
０
１
８
）

年
９
月
４
日
に
大
型
台
風
21
号
が
直
撃
し
て
、
大
枝

４
本
が
折
れ
る
な
ど
、
伊
勢
湾
台
風
以
来
と
い
わ
れ

る
被
害
に
遭
い
ま
し
た
」（
藤
原
市
長
）

　

そ
こ
で
立
ち
上
が
っ
た
の
が
、
地
元
・
根
尾
小
学

校
・
根
尾
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
だ
っ
た
。
根
尾
小

学
校
の
児
童
と
根
尾
中
学
校
の
生
徒
は
、
淡
墨
桜
の

保
護
・
維
持
活
動
を
ず
っ
と
続
け
て
き
た
伝
統
を
持

つ
。
こ
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
台
風
直
後
の
淡
墨
桜

の
さ
ら
な
る
保
護
・
維
持
活
動
に
呼
応
す
る
形
で
、

地
域
や
市
内
外
の
有
志
が
集
ま
り
、《
リ
ボ
ー
ン
淡

墨
桜
》
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
台
風
で
折
れ
た
大
枝
を
活
用
し
、
新
し

い
生
命
を
吹
き
込
も
う
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

あ
る
人
は
大
枝
か
ら
木
彫
り
の
仏
像
を
作
り
、
あ
る

人
は
淡
墨
桜
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
染
色
作
品
を
作

り
、
子
ど
も
た
ち
は
絵
画
作
品
な
ど
を
制
作
し
た
。

　

そ
う
し
た
多
彩
な
発
信
を
通
じ
て
、
地
域
財
産
で

あ
る
淡
墨
桜
へ
の
市
内
外
の
人
々
の
関
心
を
高
め
る

活
動
は
今
も
続
い
て
い
る
。
だ
が
「
さ
ら
に
素
晴
ら

し
い
の
は
、
台
風
21
号
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
翌

年
の
平
成
31
年
春
、
令
和
２
年
春
と
、
淡
墨
桜
が
見

リゾート・トレインとしても人気の樽見線は根尾川沿いに市域を縦断

300年以上の歴史を誇る重要無形民俗文化財「真桑人形浄瑠璃」（旧真正町・真
桑地区）
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本巣市　市 政 ル ポ

（岐阜県）

事
に
咲
き
続
け
て
く
れ
た
こ
と
で
し
た
」
と
藤
原
市

長
。
そ
し
て
前
述
の
よ
う
に
、
淡
墨
桜
は
今
年
も
、

取
材
後
の
４
月
上
旬
に
見
事
な
満
開
風
景
を
披
露
し

て
い
る
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影

響
で
、
例
年
の
よ
う
に
開
花
状
況
を
逐
次
公
開
す
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
恒
例
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
も

開
催
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
人
間
た
ち
を
苦
し

め
る
自
然
災
害
や
疫
病
な
ど
の
歴
史
を
１
５
０
０
年

以
上
も
見
て
き
た
淡
墨
桜
の
満
開
風
景
は
、
静
止
画

や
動
画
を
通
じ
、
現
在
進
行
形
で
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に

苦
し
む
日
本
全
国
に
「
変
わ
ら
ぬ
生
命
の
輝
き
と
癒

や
し
」を
発
信
し
た
と
い
え
る
。

　

旧
根
尾
村
地
区
の
地
域
財
産
は
、
淡
墨
桜
だ
け
で

は
な
い
。
例
え
ば
清
流
根
尾
川
を
中
心
に
、
森
林
セ

ラ
ピ
ー
基
地
に
も
認
定
さ
れ
た
緑
豊
か
な
中
山
間
地

帯
が
広
が
っ
て
お
り
、
エ
リ
ア
全
体
が
森
林
リ
ゾ
ー

ト
の
趣
を
持
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
域
北
部
か
ら
中
央
部
に
位
置
す
る
旧
本

巣
町
地
区（
本
巣
市
本
庁
舎
所
在
地
区
）は
千
利
休
の

後
継
者
・
古
田
織
部
の
出
身
地
で
あ
り
、
ホ
タ
ル
の

里
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　

市
域
南
部
の
旧
真
正
町
の
真
桑
地
区
に
は
国
指
定

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の《
真
桑
人
形
浄
瑠
璃
》が
伝

え
ら
れ
て
お
り
、《
マ
ク
ワ
ウ
リ
》の
原
産
地
と
し
て

も
知
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
旧
糸
貫
町
地
区
は
日
本
を
代
表
す
る
富

有
柿
の
産
地
で
、
県
内
最
大
の
イ
チ
ゴ
の
里
と
し
て

も
知
ら
れ
、
東
海
地
方
最
大
級
の
船
来
山
古
墳
群

（
国
指
定
史
跡
）が
あ
る
。
ま
た
数
学
の
ノ
ー
ベ
ル
賞

と
い
わ
れ
る『
フ
ィ
ー
ル
ズ
賞
』の
第
１
回
目（
昭
和

11
／
１
９
３
６
年
）
選
考
委
員
ま
で
務
め
た
世
界
的

な
数
学
者
・
髙
木
貞
治
博
士
（
明
治
８
／
１
８
７
５

年
〜
昭
和
35
／
１
９
６
０
年
）
の
生
誕
地
と
し
て
も

広
く
知
ら
れ
、
多
目
的
施
設
・
富
有
柿
セ
ン
タ
ー
の

３
Ｆ
に
は
、
髙
木
貞
治
博
士
の
生
涯
の
事
績
を
顕
彰

す
る《
髙
木
貞
治
博
士
記
念
室
》が
あ
る
。

　

こ
の
髙
木
貞
治
博
士
の
生
誕
地
で
あ
る
こ
と
に
ち

な
み
、
本
巣
市
が
精
力
的
に
展
開
し
て
い
る
の
が
、

全
国
的
に
も
珍
し
い《
数
学
の
ま
ち
づ
く
り
》だ
。

自
ら
考
え
る
習
慣
を
育
む 

《
数
学
の
ま
ち
づ
く
り
》

　
「
根
尾
川
を
は
じ
め
と
す
る
豊
富
な
水
資
源
と
肥

沃
な
大
地
に
恵
ま
れ
た
濃
尾
平
野
の
真
っ
た
だ
中
に

位
置
す
る
本
巣
市
で
は
、
果
樹
や
野
菜
、
米
な
ど
の

生
産
が
昔
か
ら
盛
ん
で
し
た
。
ま
た
、
ミ
ニ
バ
ラ
が

日
本
有
数
の
出
荷
量
を
維
持
す
る
な
ど
、
観
賞
用
花

卉
類
の
生
産
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
巣

市
の
現
在
最
大
の
産
業
は
製
造
業
で
す
が
、
こ
う
し

た
伝
統
的
な
農
業
生
産
と
合
わ
せ
た

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
産
業
振
興
を
、
今
後

も
各
地
区
の
実
情
に
応
じ
た
形
で
図
っ

て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
上
で
『
特
徴
的
な
ま
ち
づ
く

り
』
に
特
化
し
て
い
え
ば
《
数
学
の
ま

ち
づ
く
り
》が
際
立
っ
て
個
性
的
な
の

で
は
な
い
か
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

《
数
学
の
ま
ち
づ
く
り
》
は
合
併
以
前

か
ら
、
髙
木
貞
治
博
士
の
出
身
地
・

旧
糸
貫
町
地
区
で
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
本
巣
市
の
発
足
を
機
に
、
改

め
て
多
彩
な
取
り
組
み
を
行
う
よ
う

高校生に教わりながら数学検定に向け学習を進める児童たち

《数学のまちづくり》は第28回実用数学技能検定「数研」グランプリ受賞

数学を楽しく体験する「数学ワンダーランド」（東京理科大学・数学
体験館監修）
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に
な
り
ま
し
た
」（
藤
原
市
長
）

　

数
学
が
中
心
の
理
数
科
教
育
に
力
を
入
れ
る
都
市

の
事
例
は
少
な
く
な
い
。
だ
が
数
学
が
媒
介
の
多
彩

な
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
通
じ
、
決
し
て
理
数
系
に
偏

ら
ず
に
自
分
で
物
事
を
論
理
的
に
考
え
、
解
決
す
る

こ
と
の
で
き
る
豊
か
な
情
操
を
総
合
的
に
醸
成
し
よ

う
と
す
る「
次
世
代
育
成
事
業
」を
推
進
・
発
信
し
て

い
る
都
市
は
、
全
国
的
に
も
恐
ら
く
類
例
が
な
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

本
巣
市
作
成
の
「
数
学
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
構
想

図
」
を
基
に
具
体
的
な
取
り
組
み
を
挙
げ
る
と
、
大

要
、
次
の
よ
う
な
事
業
が
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
「
①
小
中
楽
校
」
は
、
市
内
全
小
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
の
算
数
・
数
学
の「
能
力
」や「
才
能
」を
伸

ば
す
こ
と
を
主
目
的
に
、
ユ
ニ
ー
ク
で
解
き
応
え
の
あ

る
問
題
を
学
校
授
業
で
取
り
扱
い
、
粘
り
強
く
思
考

す
る
こ
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
、
解
け
た
と
き
の
喜

び
や
楽
し
さ
を
味
わ
わ
せ
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。

　

そ
し
て「
②
数
楽
校
」は
、
算
数
・
数
学
検
定
の
合

格
を
目
指
す「
検
定
楽
校
」、
高
度
な
数
学
に
取
り
組

み
、
個
々
の
学
力
を
向
上
す
る
「
ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ

楽
校
」、
算
数
・
数
学
の
楽
し
さ
な
ど
を
直
感
的
に

感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
楽
校
」
を
展
開

し
、
子
ど
も
た
ち
の
算
数
・
数
学
へ
の
興
味
を
よ
り

高
め
る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。

　
「
③
算
数
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
は
、
例
え
ば
髙
木
貞

治
博
士
の
ゆ
か
り
の
地
な
ど
を
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
す

る
こ
と
に
よ
り
、
算
数
へ
の
興
味
を
多
角
的
に
醸
成

す
る
小
学
生
向
け
の
事
業
だ
。
さ
ら
に
論
理
を
組
み

立
て
る
力
、
粘
り
強
く
思
考
す
る
力
を
育
て
る
よ
う

な
設
問
を
中
心
と
し
た
問
題
に
取
り
組
む「
④
算
数
・

数
学
甲
子
園
」。
子
ど
も
た
ち
に
算
数
・
数
学
の
研

究
を
促
す「
⑤
算
数
・
数
学
コ
ン
ク
ー
ル
」な
ど
の
他
、

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
講
演
会
や
展
示
な
ど
を
通
じ

て
内
外
に
発
信
す
る「
⑥『
数
学
の
ま
ち
』の
発
信
」事

業
な
ど
、
実
に
多
彩
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

特
筆
す
べ
き
は
本
巣
市
の《
数
学
の
ま
ち
づ
く
り
》

の
各
事
業
に
は
、
独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学

校
・
岐
阜
工
業
高
等
専
門
学
校
や
岐
阜
県
立
本
巣
松

陽
高
等
学
校
、
岐
阜
第
一
高
等
学
校
な
ど
地
元
に
立

地
す
る
高
校
の
生
徒
た
ち
が
、
小
中
学
生
の
指
導
役

と
し
て
積
極
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
し
て
い
る
こ

と
だ
。
さ
ら
に
「
本
巣
市
数
学
の
ま
ち
づ
く
り
学
術

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
を
務
め
る
秋
山
仁
・
東
京
理
科
大

学
特
任
副
学
長
お
よ
び
、
東
京
理
科
大
学
・
数
学
体

験
館
か
ら
も
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
い
る
。

　
「
国
指
定
史
跡
・
船
来
山
古
墳
群
の
麓
に
あ
る
多

目
的
施
設
・
富
有
柿
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ
に
は
、
東
京
理

科
大
学
・
数
学
体
験
館
が
全
面
監
修
し
た
算
数
・
数

学
の
楽
し
い
体
験
コ
ー
ナ
ー
《
数
学
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン

ド
》
が
あ
り
ま
す
し
、
秋
山
仁
先
生
に
は
定
期
的
に

講
演
会
な
ど
の
開
催
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
に
立
地
す
る
独
立
行
政
法
人
・
岐
阜

高
専
と
は
地
域
連
携
協
定
、
岐
阜
県
立
本
巣
松
陽
高

校
と
は
包
括
連
携
協
定
を
結
ば
せ
て
い
た
だ
き
、
生

徒
た
ち
に
は
小
中
学
生
の
数
学
の
コ
ー
チ
役
な
ど
を

随
時
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
私
立
の
岐
阜
第
一
高

世界的な数学者・髙木貞治博士を顕彰する「髙木貞治博士記念室」

「数学ワンダーランド」「髙木貞治博士記念室」も入居する多目的施設・富有柿センター
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校
の
生
徒
た
ち
も
合
わ
せ
、
実
は
彼
ら
の
多
く
が
小

中
学
生
時
代
に
本
巣
市
の《
数
学
の
ま
ち
づ
く
り
》を

経
験
し
、
育
っ
た
世
代
な
の
で
す
。

　
《
数
学
の
ま
ち
づ
く
り
》の
こ
う
し
た
多
角
的
で
継

続
的
な
取
り
組
み
が
総
合
的
に
評
価
さ
れ
、
本
巣
市

教
育
委
員
会
は
昨
年（
令
和
２
年
）９
月
、
文
部
科
学

省
主
催『
第
28
回
実
用
数
学
技
能
検
定「
数
研
」グ
ラ

ン
プ
リ
』
で
文
部
科
学
大
臣
賞
（
公
教
育
団
体
部
門
）

を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
」（
藤
原
市
長
）

未
来
を
照
ら
す 

《
数
学
の
ま
ち
づ
く
り
》の
基
本
精
神

　

公
教
育
の
一
環
と
し
て
の《
数
学
の
ま
ち
づ
く
り
》

が
目
指
す
の
は
、
単
に
算
数
や
数
学
の
得
意
な
子
ど

も
た
ち
を
増
や
す
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

　
「
算
数
や
数
学
へ
の
多
角
的
な
探
求
を
通
じ
て
、

自
分
で
物
事
に
常
に
正
面
か
ら
取
り
組
み
、
そ
こ
か

ら
課
題
を
見
つ
け
出
し
、
解
決
策
を
見
つ
け
て
い
く

論
理
的
な
思
考
法
を
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
身
に
着
け
て
も
ら
う
こ
と
、
そ
れ
が
一
番
の
目
的

な
の
で
す
」（
藤
原
市
長
）

　
《
数
学
の
ま
ち
づ
く
り
》に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
す

る
地
元
高
校
生
た
ち
の
姿
も
、
そ
う
い
う
意
味
合
い

に
お
い
て《
数
学
の
ま
ち
づ
く
り
》が
育
て
つ
つ
あ
る

次
世
代
の
具
体
的
な
姿
の
一
例
を
示
し
て
い
る
。
た

と
え
彼
ら
が
進
学
・
就
職
な
ど
で
故
郷
を
離
れ
た
と

し
て
も
、
本
巣
市
発
の
そ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
生
涯
、
生
き

続
け
る
は
ず
だ
。

　

折
し
も
取
材
前
々
日
の
令
和
３
年
３
月
22
日
に

は
、
本
巣
市
か
ら
通
っ
て
い
る
生
徒
も
多
い
、
隣
町
・

本
巣
郡
北
方
町
に
立
地
す
る
岐
阜
県
立
岐
阜
農
林
高

等
学
校
動
物
科
学
科
の
生
徒
た
ち
が
、
自
分
た
ち
の

開
発
し
た
本
巣
市
産
富
有
柿
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た

《
柿
ア
イ
ス
》
の
試
食
会
を
本
巣
市
役
所
で
開
催
し
、

藤
原
市
長
と
一
緒
に
記
者
発
表
を
行
っ
て
い
る
。

　

同
校
で
は
以
前
に
も
本
巣
市
の
旧
真
正
町
真
桑
地

区
の
特
産
・
マ
ク
ワ
ウ
リ
を
使
っ
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
を
開
発
し
、
好
評
を
博
し
て
い
る
。
今
回
の
柿
ア

イ
ス
の
開
発
に
携
わ
っ
た
生
徒
た
ち
も
「
地
域
特
産

の
味
を
も
っ
と
全
国
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
く
て
企
画

し
ま
し
た
」と
笑
顔
で
メ
デ
ィ
ア
に
語
っ
た
。

　

自
分
で
物
事
を
論
理
的
に
考
え
、
そ
の
本
質
を
楽

し
く
学
び
な
が
ら
新
た
な
課
題
を
見
つ
け
、
課
題
の

解
決
策
を
見
つ
け
出
し
て
い
く
。
そ
ん
な
学
び
の
循

環
を
目
指
す
《
数
学
の
ま
ち
づ
く
り
》
の
基
本
精
神

は
、
次
世
代
の
手
に
よ
っ
て
、
本
巣
市
を
軸
と
す
る

周
辺
地
域
に
も
少
し
ず
つ
、
だ
が
着
実
に
拡
大
発
信

さ
れ
つ
つ
あ
る
。
隣
町
の
高
校
生
た
ち
に
よ
る
《
柿

ア
イ
ス
》
の
事
例
は
、
そ
の
一
つ
の
証
左
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤 

隆
／
取
材
日 

令
和
３
年
３
月
24
日
）

富有柿は本巣市の重要な地域財産の一つ（旧糸
貫町地区）

獣害対策の一環で処理されたジビエ肉料理は最新の本巣市名物
（里山ジビエ処理施設）

船来山古墳群の麓に立地する考古博物館「古墳と柿の館」
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